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はじめに
本邦の臍帯血バンクを介した非血縁者間臍帯血移植
は 1997 年に開始され発展してきた．近年は年間 1,300
件を超える臍帯血移植が行われている（図 1）．累計で
は 2016 年末に 14,000 件を超えた．2014 年に施行された
「移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する
法律」により各臍帯血バンクは［臍帯血供給事業者］と
定義され，厚生労働大臣より許可を得て活動している．

造血幹細胞移植の細胞源
現在，日本では世界一多く臍帯血移植を行い，また
唯一，臍帯血移植数が増加している１）２）．その特徴はす
べて単一ユニットで，8割以上が成人に対する移植であ
る（図 2）．欧米では非血縁者間造血細胞移植の源は末
梢血幹細胞が多く，臍帯血は小児科領域での移植に使
われることが多い．また成人には 2ユニットを同時に
輸注することが多い２）３）．
HLA適合骨髄移植の代替ドナーとしての臍帯血であ
るが，HLA不適合を許容し，すでに保存されているこ
とから，至適な移植時期を選択することができる．
最大の課題とされた生着不全は，患者側の免疫能に
ついての解明がすすみ，またドナー特異的抗体を避け
つつ品質を反映する細胞数等のデータから望ましい臍
帯血ユニットを選択することで改善されつつある４）～６）．
長期的な移植成績についても骨髄移植と同等の成績が
報告されている７）．

造血幹細胞提供推進法
2012 年 9 月には「移植に用いる造血幹細胞の適切な
提供の推進に関する法律」が成立し，2014 年 1 月 1
日より全面施行された．各臍帯血バンクは，「移植に用
いる臍帯血の品質の確保のための基準に関する省令」，
「移植に用いる臍帯血の品質のための基準に関する省令
の運用に関する指針（ガイドライン）」を遵守し，3事業

者 6バンクが 2014 年 4 月 1 日に許可を得た．法制化に
伴いバンク数の減少，品質基準の厳格化，公開期間を
10 年とする，などの理由により，公開臍帯血数が減少
し，2014 年以降の公開臍帯血は 1万超である８）．しかし
ながら成人に使用できるであろう，総有核細胞数が 10
×108個以上の臍帯血の減少は軽微であったため，臍帯
血移植数には影響しなかった（図 3）．

移植用臍帯血の細胞数
移植に用いる臍帯血は，許容されるHLA適合の範囲
で，細胞数の多いものから選択されている．本邦では
通常，患者体重あたり 2×107/kgの有核細胞数の臍帯血
を選択する．公開された移植用臍帯血のうち，有核細
胞数が 16×108以上の臍帯血は 9割以上が移植施設に提
供されている．
各臍帯血バンクは，より細胞数の多い臍帯血を保存
すべく努力しており，毎年の公開される臍帯血の中で
は次第に有核細胞数が 12×108以上の臍帯血の割合が増
えている．また，実際に移植施設に提供された臍帯血
について，公開登録から提供までの期間をみると，公
開から提供までの割合は 66％が 1年以内，95％が 5
年以内であった（図 4）．有核細胞数の多い臍帯血は速
やかに移植施設へ提供されていき，有核細胞数が少な
い臍帯血は提供までの期間が長かった．
本邦の臍帯血バンク間では検査法の統一，データ比
較などが長期にわたり行われており，細胞数の値への
信頼性が比較的高い．近年はCD34陽性細胞数に基づい
て臍帯血を選択することも多くなってきた９）．
わが国の臍帯血移植は大多数がHLA-A，B，DR座の

6抗原のうち 2抗原不適合で行われている（図 5）．こ
れはHLA適合度よりも細胞数を重視して臍帯血を選択
した結果と考えられる．
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図 1　本邦の非血縁者間造血細胞移植の推移
日本骨髄バンクを介する非血縁者間移植には 293 例の末梢血幹細胞移植を含む．
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図 2　臍帯血移植患者の年齢
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移植成績
移植例の転帰は，各移植施設の協力により日本造血
細胞移植データセンターの移植症例登録一元管理プロ
グラムTRUMPに入力されている．各年の全国調査の
まとめが公開されている１０）．造血細胞移植の細胞源によっ
て患者の背景が異なる場合もあるので比較には注意が
必要である．多くの研究者により移植成績に影響のあ
る因子が評価されている．

臍帯血移植の歴史の中で早期の成功体験を共有する
ことができ，日本は臍帯血移植が増加した．欧米に比
べて患者体重が低いこと，費用設定が受け入れられた
こと，必要なバンクサイズが小さいことも幸運であっ
た．近年，移植前処置の抗胸腺細胞グロブリンが低量
または投与なし群の方が免疫能再構築に有利であり生
存率が高いと報告された１１）．わが国では移植前処置の抗
胸腺細胞グロブリンが一般的ではなかったことも幸運
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図 3　本邦の臍帯血バンクサイズ
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図 4　公開登録から提供までの期間
平成 16 年以降に提供した 12,482 本を対象とした．
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であったのかもしれない．

臍帯血バンクの課題
現在活動する臍帯血供給事業者は，それぞれが地域
の産科施設と提携し，臍帯血の調製保存，検査，公開
登録，移植手続き，等の業務を担っている．検査・調
製保存の技術の向上と統一を目指し，研修会などを通

して情報を共有している．
臍帯血移植は，臍帯血採取施設と臍帯血バンク，臍
帯血公開登録・検索システムにより可能となる．細胞
数をはじめとする臍帯血の品質の殆どが臍帯血採取時
に定まるので，採取施設への支援が重要である．
また臍帯血バンクは移植臨床に求められる臍帯血ユ
ニットを保存するために，細胞数の多い臍帯血を選択
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図 5　臍帯血移植におけるHLA 適合
HLA-A, B, DR 座の 6抗原のうち不適合が 2抗原以下である臍帯血が検索され移植に使われている．
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している．実務では，年間 2万件以上の臍帯血採取を
産科にて採取いただいているが，うち，3千ほどの臍帯
血を選択して調製，凍結保存している．臍帯血の採取
数と保存数の差を，ドナーを含む社会に理解いただく
ことが重要である．また，本邦のHLA型の偏りのため
に，年間臍帯血保存数が 3千程度あれば，1万件ほどの
バンクサイズを維持することができ，移植に必要な臍
帯血を見つけることができるであろうと考えられる．
事業の推進には普及啓発が重要であるが，大規模な広
報の結果はむしろ臍帯血提供の希望に応えるのが困難
になるであろうという認識もあり，そのバランスに苦
慮している．
著者のCOI 開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし
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